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「もったいない」を 「分かち合い」 「ありがとう」へ Kanagawa
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フードバンクかながわは、フードバンク団体
として初の公益社団法人に認定されました。

公益法人への寄付は税制上の優遇措置が設けられています。
法人が公益社団法人フードバンクかながわに支出した寄付金（賛助会
費）および寄贈食品（フードバンクの評価額に基づく）は、損金算入
限度が大幅に増えます。詳しくは税務署等にお問い合わせください。

フードバンク活動活性化のための検討会を
開催します

パルシステム麻生センターで川崎
市との食品受け渡しが始まりました。

〈川崎市に届けた食品は、こう使われる！〉

①学習支援事業：生活保護受給世帯の中学生を対
象に実施している学習支援実施時の休憩時間用の
軽食（おやつ）として配布。

②だいＪＯＢセンター：生活困窮者自立支援法に基
づく自立相談支援機関であるだいＪＯＢセンターにお
いて、緊急的に食料支援が必要な方に対して、お米
やアルファ米などの食料を配布。

③ホームレス巡回相談：巡回相談時にホームレス
との関係づくりを目的としてアルファ米などの食料を
提供。

④福祉事務所（９か所）：緊急的に食料支援が必
要な方に対して、米やアルファ米などの食料を配布。

4月から事業を開始しました。これ
までに（10月25日現在）学習会２８回
ボランティア体験研修が８回開催され、
学習会に2,666名、体験研修に102名

の参加がありました。また、高校生や大学生の研
究の受入れも行いました。フードバンク活動を理解、
賛同する方が増え神奈川県内に広がっていること
を実感しています。

またこの間、利用申請された子ども食堂、若者の
自立支援、居場所活動などの団体を訪問し、地域
社会の中で様々な事情で、食に困っている子ども、
若者、高齢者が大勢いること知りました。それぞれ
の団体はその地域の中で欠かせない存在になって
います。これからも、このような地域の団体とともに
支えあい、分かち合い、寄り添う活動を進めていき
ます。みなさまのご協力をお願い致します。

2018年10
月26日に

パルシステ
ム麻生セン
ターを中継
地とする受
け渡しが始
まりました。
これまで

ユーコープ座間センター、生活クラブあやせ総合セ
ンターでの受け渡しは実現していましたが、麻生セ
ンターでの受け渡しは初めてです。取りに来ていた
だいたのは川崎市生活保護・自立支援課 祢宜さん。

フードバンクかながわのホームページをリニューアル！
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食品寄贈団体 20団体
提供団体登録 53団体
（行政・社協19、NPO・市民団体34）
食品寄贈 10211kg（約10トン）

いただきました。
食品提供 8599kg提供しました
フードドライブ（市民寄付）1243kg

10月30日
までの累計

フードドライブとは、家庭の余剰食品などの食品寄付で食料の分かちあいと食品ロスの削減を行う活動です。上記
のほかにユーコープ相模原5店舗やWEショップでも10月一ヶ月間のフードドライブを実施。

2018年10月20日土曜日 日本大通りにてヨ
コハマwai!wai!フェスタ2018を開催し、31回の
歴史のあるフェスタとして、初めてフードドライブに取
り組みました。
当日は天候にも恵まれ、朝から多くの方が来場
され、中でも関心を持たれた方からは矢継ぎ早に、
「フードドライブとは何？」「どこに持っていけばいいの？」「野菜。冷
蔵品はどうなの？」などの質問が投げかけられ、スタッフは取り組み
の理解に専念しました。
一方、この間に多くの食品が寄せられ、予想を上回る122㎏の
食品が集まりました。
スタッフ一同感謝を申し上げるとともに、フードドライブの浸透と、
明年での取り組みを確認し、成功裏に終了しました。
（前・横浜労福協事務局長 小林 薫）

２０１８年１０月９日大磯レイクウッド
カントリークラブ

フードドライブで食料支援を

ヨコハマwai!wai!フェスタ
2018

10月21日に綾瀬市オーエンス文化会館で行われた
「あやせ福祉ふれあいまつり」の会場で、フードドライブを
実施。チラシや広報、フェイスブック等で事前に周知しま
した。ふれあいまつりでフードドライブを実施するのは、今
年で３回目となりましたがスタンプラリー等で盛り上げ、
年々市民から届けられる食品が増えています。出展ブー
スで来場者からの問い合わせもあり、市民の中にフード
バンク活動の考えやフードドライブに対する関心が
徐々に高まってきていることを感じます。
（綾瀬市社会福祉協議会 安部 巌）

「ヨコハマ wai！wai！フェスタ」で
初めてフードドライブに取り組む

「もったいない」を 「分かち合い」 「ありがとう」へ


